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研究成果の概要（和文）：　本研究では、学校統廃合の実施によって地域がどのように変化するかを具体的な次
元に掘り下げて検証した。学校統廃合が実際に行われた地域を対象として、地域の表現形式である校名と校歌の
変更の状況および地域活動の中止や創造の状況を調査した。これにより、学校と地域に関わる多様な主体が地域
の表現形式に教育的な意図を組み込もうとする動きを捉えて、閉校に向けた過程を閉校後の地域づくりの過程に
連続させる動きを明らかにした。学校統廃合後の持続可能な地域づくりのために、学校教育と社会教育を自律的
に整備して、旧学区と新学区の複層的なコミュニティを構想する方策を提起した。

研究成果の概要（英文）：   This study concretely looked into the changes that local communities went
 through by the implementation of integration and abolition of schools. For the areas that actually 
involved in integration and abolition of schools, I investigated how the school names and songs 
which are the expression of localities changed and how the local activities were canceled or 
created. Thus, I gave light on the activities where a variety of subjects related to schools and 
communities tried to incorporate educational intention in expressing localities and to link up the 
processes before closing down of the school with the improvement of the community after closing 
down. I presented, for a sustainable community improvement after school integration and abolition, 
the measures to design both the school education and the social education in an autonomous manner 
and to plan the new school district together with the old school district in a multi-stratified 
manner.
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１．研究開始当初の背景 
 
人口減少社会に転じた日本において，教育

学研究の重要な課題の一つとして学校統廃
合が挙げられる。年少人口が減少する動向の
もとで，学校教育の環境を整備しようと，学
校適正規模・適正配置の議論が進められてい
る。一方で，地域社会において学校が果たす
役割や機能は看過できないものであり，単に
子どものためという論理で学校統廃合の議
論を成り立たせることは困難な状況にある。 
こうしたなかで，学校の統合や廃止が地域

にもたらす影響の解明が求められている。し
かしそれは，学校統廃合の実施によって地域
のシンボルが喪失して住民の精神的な拠り
所が消失するという観念的な把握に留まっ
ている。学校統廃合の実施によって，地域か
ら具体的に何が消えて何が残ったかという
変容の実態は，これまで十分に解明されてき
たとはいえない。 
そこで，学校統廃合に対する教育学研究の

多角的なアプローチの一つとして，学校教育
の条件をどのように整備していくかという
研究のみならず，それを成り立たせる基盤と
しての地域が具体的にはどのように変容し
ているかを探究することが求められている。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，学校統廃合が地域にもた

らす影響を，具体的な変化の実態に則して明
らかにすることである。これまで観念的に捉
えられてきた学校統廃合の影響を可視化す
るために，学校統廃合の実施が地域の表現形
式をどのように変化させて，地域の活動体系
をどのように再編させたかを明らかにする。
さらに，学校統廃合の影響を可視化すること
によって，学校統廃合後のコミュニティの再
設計をどのような構想で描くかについて検
討する。 
 
 
３．研究の方法 
 
第一に，地域の表現形式の代表例として校

名および校歌に着目した。学校統廃合の実施
と校名・校歌の変更状況について全国的なデ
ータを得るため，統合対象校と市区町村教育
委員会に郵送調査を行った。 
そののち，特徴的な事例を複数選定して現

地調査を実施した。現地調査では，校歌づく
りの過程に関わった学校と地域の関係者に
聞き取り調査を実施した。加えて，新旧の校
歌にうたわれている歌詞の変質について分
析した。 
第二に，地域の活動体系をめぐっては，学

校統廃合の前後において，地域行事の運営方
法や開催方式がどのように変化したかにつ

いて究明した。全国から特徴的な事例を複数
選定して，現地調査を実施した。 
また，一部の事例については，研究期間全

体を通して定点観測を実施した。ここでは特
に，地区公民館や廃校を拠点とした地域再生
の取組に着目して，そのような実践を支えて
きたキーパーソンに対する聞き取り調査を
実施した。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究では，学校統廃合が近年行われた地

域を対象として，全国的な郵送調査と現地調
査を実施したことによって，次に挙げる事項
を明らかにした。 
 
(1)学校統廃合による地域表現の変容 
第一に，学校統廃合にともなう地域の表現

形式の変容については，校歌を対象とした研
究を中心的に進めた。この研究により，学校
と地域に関わる多様な主体が，学校統廃合後
の地域の表現形式に教育的な意図を組み込
もうとする動きに着目した。 
近年，学校統廃合を実施する際，統合校の

校歌の作詞や作曲を詩人や音楽家に依頼す
るケースが少なくなく，昭和期に作られた校
歌とは歌詞や曲調が異なる新たな様式の校
歌が生まれている。学校統廃合によって学区
が再編されるなかで，学校と地域に関する多
様な立場の人々の持つ多様な意図が，対立と
調整の過程を経ながら一つの校歌に組み込
まれていくダイナミズムを描き出した。 
 
(2)学校統廃合による地域活動の変容 
第二に，学校統廃合の実施による地域の活

動体制の変化については，地域活動を継続で
きなくなったり運営体制を変更せざるを得
なくなったりする事例が少なくない。そのな
かで，閉校後に新たな地域活動を創造した事
例があることに着目した。 
研究対象として取り上げた事例では，学校

統廃合の計画検討過程への地域住民の参加
が閉校後の地域づくりの取組に連続してい
く動きを捉えた。特に，閉校後の地域づくり
を考えたとき，閉校に向けた最後の学校経営
と地域参加のありようが重要な過程である
ことを指摘した。学校をどう閉じるかという
過程が閉校後の地域をどう維持するかとい
う過程に接続しているという視点を提起し
た。 
 
(3)学校統廃合による地域の再設計 
第三に，学校統廃合にともなう地域の再設

計を検討するうえで，市町村合併と学校統廃
合が進むなかでの学校と地域の連携の様相
を明らかにした。 
研究対象として取り上げた事例では，市町

村合併の前後を通して地域で積み重ねられ
てきた芸術文化活動の意義が確認された。学



校統廃合の実施にともなって，子どもの教育
環境は大きく変化するが，この事例では，地
域で長年培われてきた芸術文化活動が子ど
もの教育環境の変化を緩衝する役割を果た
している構図が捉えられた。 
さらに，地域の芸術文化活動の蓄積が，統

合校としてより大きくなった学校規模で実
施可能な新たな教育活動を創出することに
寄与していた。学校と地域の再編が進みつつ
も，両者の関係を断絶せず結び直すことがで
きた動きの根底にあるものとして，芸術文化
活動の蓄積と継承を位置づけた。 
以上を踏まえて，学校と地域の連携に向け

ては，その基盤となる体制を構築するのみな
らず，基盤が成り立つ土壌である文化活動を
社会教育の取組として培っていく必要性が
あると提起した。 
 
(4)学校統廃合後のコミュニティの構想 
以上を通して，学校統廃合後のコミュニテ

ィの構想にあたって，次の知見が得られた。 
まず，学校の廃止を地域の消滅に直結させ

ないためには，旧学区と新学区を複層的な構
造として持続させていくことが重要である
と指摘した。さらに，学校教育の体制が少子
化の動向を受けて揺らぐなかで，社会教育の
体制については地区公民館等を拠点にモジ
ュール化して自律的な整備を進めていくこ
とが持続可能な地域づくりに向けて重要な
方策であることを提起した。 
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